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博
文
館
少
年
雑
誌
に
お
け
る
木
口
木
版 

―
― 

科
学
欄
と
ポ
ン
チ
絵
を
中
心
に 

―
― 

井 

内 

美
由
起 

  

要 

旨 

 

木
口
木
版
は
、
今
日
で
は
専
ら
芸
術
的
な
目
的
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
版
画
の
技
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
海
外
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
図
像
を
複
製
し
、
拡
散
す
る
実
用
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
博
文
館
の
少
年
雑
誌
に
掲
載
さ
れ

た
木
口
木
版
挿
絵
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
図
版
が
西
洋
の
雑
誌
か
ら
模
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
は
じ
め
に
、
木
口
木
版
が
少

年
雑
誌
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
面
を
支
え
た
時
期
、
お
よ
び
代
表
的
な
木
口
木
版
工
房
で
あ
る
生
巧
館
と
少
年
雑
誌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
る
。

次
に
、
博
文
館
少
年
雑
誌
の
科
学
欄
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
を
中
心
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
科
学
雑
誌
か
ら
の
転
載
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
ま
た
、
同
じ
く
博
文
館
少
年
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ポ
ン
チ
絵
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
が
ド
イ
ツ
の
風
刺
雑
誌
か
ら
の
転
載
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。 
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は
じ
め
に 

  

明
治
二
〇
年
代
に
は
、
学
校
制
度
の
普
及
を
背
景
と
し
て
、
少
年
雑
誌
が
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
た
。
一
八
八
八
年
（
明
二
一
）
一
一
月
、

文
部
省
御
用
掛
と
し
て
教
科
書
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
い
た
山
縣
悌
三
郎
は
、
少
年
た
ち
の
学
習
を
助
け
る
読
み
物
を
提
供
し
よ
う
と
、
少

年
向
け
総
合
雑
誌
『
少
年
園
』
を
創
刊
し
、
新
た
な
雑
誌
の
読
者
層
を
開
拓
し
た
。
『
少
年
園
』
創
刊
の
二
ヶ
月
後
に
は
、
博
文
館
も
一
八

八
九
年
（
明
二
二
）
一
月
に
『
日
本
之
少
年
』
を
創
刊
し
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
一
月
に
は
、
『
日
本
之
少
年
』
よ
り
低
年
齢
の
読

者
を
対
象
に
し
た
『
幼
年
雑
誌
』
を
創
刊
す
る
。
ま
た
、
一
八
八
九
年
（
明
二
二
）
七
月
に
は
学
齢
館
が
『
小
国
民
』
を
創
刊
し
て
お
り
、

特
に
対
象
年
齢
が
近
い
博
文
館
の
『
幼
年
雑
誌
』
と
の
間
に
熾
烈
な
競
争
を
繰
り
広
げ
た
。 

 

発
行
部
数
を
伸
ば
す
こ
と
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
『
少
年
園
』
を
措
い
て
、
博
文
館
と
学
齢
館
は
互
い
に
他
誌
に
負
け
じ

と
、
雑
誌
に
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
が
、
な
か
で
も
力
を
入
れ
た
の
が
表
紙
画
や
口
絵
、
挿
絵
な
ど
の
視
覚
表
現
で
あ
る
。
二
社

は
質
量
と
も
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
他
誌
を
凌
駕
す
る
べ
く
、
競
っ
て
新
し
い
画
像
印
刷
技
術
を
導
入
し
た
。
誌
面
を
繙
く
と
、
従
来
の

板
目
木
版
に
加
え
て
、
砂
目
石
版
、
多
色
刷
り
石
版
、
木
口
木
版
、
線
画
凸
版
、
写
真
網
目
製
版
な
ど
多
彩
な
技
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

豊
か
な
視
覚
文
化
の
幕
開
け
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
木
口
木
版
は
、
平
版
の
石
版
刷
り
と
は
違
っ
て
、
活
字
と
一
緒
に

組
版
で
き
る
た
め
、
表
紙
や
別
刷
り
の
口
絵
だ
け
で
な
く
、
本
文
中
の
挿
絵
に
も
用
い
ら
れ
て
、
少
年
読
者
た
ち
が
記
事
の
内
容
を
理
解

す
る
の
を
助
け
た
り
、
彼
ら
の
関
心
を
誌
面
に
惹
き
付
け
る
役
割
を
果
た
し
た
。
木
村
小
舟
は
、
木
口
木
版
の
導
入
に
よ
っ
て
、
少
年
雑

誌
の
視
覚
的
効
果
が
著
し
く
向
上
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
代
表
的
な
木
口
木
版
工
房
で
あ
る
生
巧
館
が
少
年
雑
誌

の
隆
盛
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。

 

（
1
）
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由
来
西
洋
木
版
は
、
当
時
流
行
の
尖
端
を
切
る
だ
け
に
、
従
来
の
日
本
木
版
に
比
す
れ
ば
、
相
当
不
廉
に
相
違
な
き
も
そ
の
印
刷
面

に
於
け
る
効
果
は
、
頗
る
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
随
つ
て
写
真
亜
鉛
版
の
利
用
以
前
に
は
、
広
く
一
般
の
雑
誌
書
籍
面
に
歓
迎
せ
ら

れ
、
勢
の
赴
く
所
、
こ
れ
が
彫
刻
の
名
手
も
多
く
輩
出
し
た
が
、
就
中
合
田
清
の
経
営
せ
る
生
巧
館
―
―
（
赤
坂
溜
池
、
白
馬
会
の

事
務
所
も
こ
ゝ
に
置
か
れ
た
と
記
憶
す
る
）
―
―
が
、
能
く
久
し
き
に
亘
り
て
発
達
に
尽
し
、
雑
誌
出
版
界
に
寄
与
す
る
所
多
か
つ

た
一
事
は
、
亦
記
憶
に
存
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

右
の
生
巧
館
に
は
、
多
く
の
有
力
画
家
が
附
属
し
て
い
た
。
中
に
も
佐
久
間
文
吾
、
渡
部
金
秋
等
は
、
そ
の
錚
々
た
る
も
の
で
、

諸
雑
誌
の
表
紙
、
図
版
、
カ
ツ
ト
類
の
創
案
、
執
筆
、
彫
刻
ま
で
も
一
手
に
引
受
け
る
と
い
う
、
至
極
便
利
な
機
関
で
あ
つ
た
。
即

ち
生
巧
館
は
、
諸
種
の
雑
誌
と
足
並
を
揃
え
て
、
発
展
の
一
路
を
辿
つ
た
の
で
あ
る
。 

  

国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
、
生
巧
館
に
よ
る
木
口
木
版
の
清
刷
り
が
六
〇
〇
〇
点
以
上
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
明
治
二
〇

年
代
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
学
齢
館
や
博
文
館
の
少
年
雑
誌
に
使
用
さ
れ
た
図
版
が
数
多
く
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
木
村
が
述
べ

る
と
お
り
、
少
年
雑
誌
の
隆
盛
と
生
巧
館
の
発
展
の
間
に
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う

に
、
明
治
二
〇
年
代
前
半
に
は
生
巧
館
以
外
の
工
房
も
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
『
少
年
園
』
『
小
国
民
』
『
日
本
之
少
年
』
『
幼
年
雑
誌
』

と
も
に
、
初
期
の
木
口
木
版
表
紙
や
挿
絵
に
は
生
巧
館
以
外
の
彫
師
や
工
房
の
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
は
じ
め
に
、
少
年
雑
誌
に
木
口
木
版
が
導
入
さ
れ
た
時
期
、
お
よ
び
生
巧
館
が
少
年
雑
誌
の
表
紙
か
ら
挿
絵
ま
で
を
一
手
に
引

き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

ま
た
、
『
少
年
園
』
や
『
小
国
民
』
に
は
今
回
十
分
な
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
博
文
館
の
『
日
本
之
少
年
』
、
『
幼
年
雑
誌
』
、
お
よ

び
両
誌
の
後
続
誌
で
あ
る
『
少
年
世
界
』
（
一
八
九
五
年
一
月
創
刊
）
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
木
口
木
版
挿
絵
に
は
海
外
の
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書
物
や
新
聞
雑
誌
か
ら
模
刻
さ
れ
た
図
版
が
か
な
り
の
割
合
で
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
科
学
欄
に
掲
載
さ
れ
た

図
版
や
、
遊
戯
欄
や
投
書
欄
の
余
白
に
掲
載
さ
れ
た
ポ
ン
チ
絵
に
は
、
欧
米
の
雑
誌
や
書
物
か
ら
の
転
載
が
目
立
つ
。
前
掲
の
木
村
小
舟

が
述
べ
る
と
お
り
、
生
巧
館
は
下
絵
の
創
案
も
手
が
け
た
が
、
歴
史
、
文
学
、
科
学
、
地
理
、
ポ
ン
チ
絵
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
少
年
雑

誌
の
挿
絵
を
描
く
た
め
に
は
、
絵
を
描
く
技
術
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
的
な
知
識
や
技
能
が
必
要
に
な
る
。
木
口
木
版
挿
絵
に

複
製
図
版
が
目
立
つ
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
出
版
社
や
工
房
が
分
業
化
さ
れ
た
挿
絵
画
家
を
擁
す
る
よ
う
な
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
事
情
を
推
察
さ
せ
る
。
し
か
し
ま
た
、
欧
米
諸
国
の
科
学
技
術
や
文
化
を
摂
取
す
る
こ
と
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
時

代
に
は
、
海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
図
像
を
複
製
す
る
こ
と
も
ま
た
、
木
口
木
版
の
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
次
に
、
『
日
本
之
少
年
』
『
幼
年
雑
誌
』
『
少
年
世
界
』
に
お
け
る
木
口
木
版
挿
絵
の
う
ち
、
複
製
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
い

く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
複
製
図
版
の
同
時
代
的
意
味
を
考
察
す
る
。 

 

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、
少
年
雑
誌
に
木
口
木
版
が
導
入
さ
れ
た
時
期
、
お
よ
び
生
巧
館
と
少
年
雑
誌
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
二
節
で
は
、
『
日
本
之
少
年
』
『
幼
年
雑
誌
』
『
少
年
世
界
』
の
科
学
欄
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
を
中
心
に
検

討
し
、
こ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
科
学
雑
誌
か
ら
の
転
載
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
三
節
で
は
、
遊
戯
欄
や
投
書
欄
の
余
白
に
掲
載
さ

れ
た
ポ
ン
チ
絵
を
取
り
上
げ
、
原
図
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
絵
入
り
雑
誌
と
照
合
す
る
。
以
上
の
手
続
き
を
通
し
て
、
少
年
雑
誌
に
お
け
る

木
口
木
版
の
役
割
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。 
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一
、
少
年
雑
誌
に
お
け
る
木
口
木
版
の
導
入 

 

明
治
二
〇
年
代
に
木
口
木
版
が
数
多
く
の
雑
誌
の
表
紙
を
飾
り
、
流
行
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
八
八

八
年
（
明
二
一
）
三
月
、
パ
リ
で
木
口
木
版
を
習
得
し
た
合
田
清
が
生
巧
館
を
開
業
す
る
と
、
民
友
社
の
『
国
民
之
友
』
は
さ
っ
そ
く
表

紙
画
の
制
作
を
生
巧
館
に
依
頼
し
、
本
社
移
転
を
機
に
、
同
年
七
月
六
日
の
第
三
巻
第
二
五
号
か
ら
、
木
口
木
版
表
紙
に
切
り
替
え
た
。

 

（
2
）

 

森
啓
に

 

（
3
）

よ
れ
ば
、
当
時
青
年
層
を
中
心
に
圧
倒
的
な
支
持
を
集
め
た
『
国
民
之
友
』
は
、
「
以
降
の
総
合
雑
誌
の
性
質
と
形
態
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
、
基
本
型
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
森
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
れ
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
が
、
『
国
民
之
友
』
に
倣
う
よ
う
に
、

表
紙
に
木
口
木
版
を
使
用
し
始
め
て
い
る
。 

 

少
年
雑
誌
で
は
、
『
少
年
園
』
が
一
八
八
八
年
（
明
二
一
）
一
一
月
三
日
の
創
刊
号
か
ら
、
木
口
木
版
表
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

 

（
4
）

洋
装
の

少
年
と
少
女
が
一
冊
の
書
物
を
一
緒
に
読
む
図
を
表
紙
の
中
央
に
配
し
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
が
、
制
作
者
の
サ
イ
ン
は
な
い
。

 

（
5
）

ま
た
、
『
少
年
園
』
は
、
創
刊
号
か
ら
口
絵
お
よ
び
挿
絵
に
も
木
口
木
版
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
も
制
作
者
を
示
す
手
が
か
り
は

な
い
。
た
だ
、
第
一
巻
第
五
号
（
一
八
八
九
・
一
・
三
）
を
は
じ
め
、
初
期
の
口
絵
の
う
ち
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
版
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の

図
版
に
、
「
杉
﨑
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
見
え
る
。

 

（
6
）

た
し
か
な
技
術
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
仕
上
が
り
で
あ
る
が
、
何
者
で

あ
る
か
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
木
口
木
版
を
習
得
し
た
の
か
、
管
見
の
限
り
で
は
不
明
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
（
明
二
三
）
頃
に
は
、

口
絵
や
挿
絵
に
「
峻
巧
堂
」
と
い
う
サ
イ
ン
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
第
四
巻
第
四
〇
号
（
一
八
九
〇
・
六
・
一
八
）

に
掲
載
さ
れ
た
、
坪
内
逍
遥
に
よ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
レ
ス
の
伝
記
に
、
「
峻
巧
堂
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
入
り
の
肖
像
が
挿
入
さ
れ
て

い
る
。

 

（
7
）
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『
小
国
民
』
は
全
巻
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
遅
く
と
も
一
八
九
〇
年
（
明
二
三
）
六
月
九
日
発
行
の
第
一
三
号
か
ら
、

木
口
木
版
表
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

 

（
8
）

二
人
の
幼
い
少
年
と
子
犬
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
玩
具
や
風
船
を
囲
ん
で
座
る
図
を
表
紙
の

中
央
に
配
し
、
図
の
ま
わ
り
を
薔
薇
や
桜
の
花
枝
が
縁
取
っ
て
い
る
。
表
紙
下
部
に
、
『
少
年
園
』
に
も
見
ら
れ
た
「
峻
巧
堂
刀
」
と
い
う

サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
小
国
民
』
第
一
三
号
に
は
、
『
理
科
春
秋
』
か
ら
の
転
載
記
事
に
木
口
木
版
挿
絵
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。

 

（
9
）

 

 

上
田
信
道
に

 

（
10
）

よ
れ
ば
、
「
「
小
国
民
」
は
、

先
端
の
印
刷
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
他
誌
に
例
を
見
な
い
大
量
の
口
絵
・
挿
画
・
図

版
を
掲
載
し
て
、
費
用
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
」
。
ま
た
、
鳥
越
信
に

 

（
11
）

よ
れ
ば
、
実
際
に
『
小
国
民
』
で
は
、
巻
を

重
ね
る
ご
と
に
挿
絵
の
点
数
を
増
や
し
て
お
り
、
一
八
九
二
年
（
明
二
五
）
の
第
四
年
第
一
号
の
時
点
で
、
一
冊
に
六
三
点
も
の
木
口
木

版
挿
絵
を
本
文
中
に
配
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

 

『
小
国
民
』
の
初
期
の
木
口
木
版
画
を
お
も
に
担
当
し
て
い
た
の
は
、
精
巧
堂
万
里
と
い
う
彫
師
で
あ
る
。
名
前
は
比
較
的
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
木
口
木
版
を
習
得
し
た
の
か
、
生
巧
館
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
、
こ
ち
ら

も
管
見
の
限
り
で
は
不
明
で
あ
る
。

 

（
12
）

た
と
え
ば
、
『
小
国
民
』
第
三
年
第
一
四
号
（
一
八
九
一
・
七
・
一
八
）
の
表
紙
画
や
、
同
じ
号
の
挿

絵
で
は
「
虎
狩
（
下
）」
、
頼
一
生
「
桜
顔
」
に
、
万
里
の
サ
イ
ン
で
あ
る
「
卍
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

 

（
13
）

ま
た
、
同
じ
く
第
三
年
第
一
四

号
の
キ
リ
ン
の
標
本
画
に
は
、「
友
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

 
（
14
）

こ
れ
は
前
後
の
号
の
標
本
画
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る「
吾
友
」
「
コ

ユ
ウ
」
と
い
う
サ
イ
ン
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
第
三
年
第
一
〇
号
（
一
八
九
一
・
六
・
二
）
の
イ
ル
カ
の
標
本
画
に
は
「
吾

友
刀
」
、
第
三
年
第
一
五
号
（
一
八
九
一
・
八
・
三
）
の
駝
鳥
の
標
本
画
に
は
「
コ
ユ
ウ
」
と
あ
る
。

 

（
15
）

 

 

一
八
九
二
年
（
明
二
五
）
に
な
る
と
、
第
四
巻
第
一
〇
号
（
一
八
九
二
・
五
・
一
八
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
シ
ヤ
ム
国
皇
族
の
風
俗
」
と

い
う
別
刷
り
の
挿
絵
に
、
「
生
巧
館
刻
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
現
れ
る
。

 

（
16
）

ま
た
、
第
四
年
第
一
二
号
（
一
八
九
二
・
六
・
一
八
）
の
「
世
界
各
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国
人
種
」
を
描
い
た
標
本
画
に
も
、「
生
巧
刀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
17
）

第
四
年
第
一
五
号
（
一
八
九
二
・
八
・
二
）
の
標
本
画
「
蜜
蜂
蜜
窩

を
つ
く
る
図
」
に
も
、「
生
巧
館
刀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
18
）

ま
た
、
サ
イ
ン
の
入
っ
て
い
な
い
小
型
の
図
版
の
多
く
も
、
国
文
学
研
究
資
料

館
所
蔵
の
生
巧
館
に
よ
る
清
刷
り
と
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
一
八
九
二
年
（
明
二
五
）
五
月
頃
に
彫
師
が
交
代
し
、
以
後
は
生
巧
館
が
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
19
）

 

 

次
に
、
博
文
館
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
雑
誌
全
体
で
見
る
と
、
文
芸
雑
誌
『
や
ま
と
錦
』
が
遅
く
と
も
一
八
八
九
年
（
明
二
二
）

一
月
一
日
の
第
二
号
か
ら
、
表
紙
に
木
口
木
版
を
使
用
し
て
い
る
。

 

（
20
）

水
辺
に
鳥
の
巣
、
梅
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
優
美
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
表

紙
右
下
に
『
少
年
園
』
に
も
見
つ
か
っ
た
「
杉
﨑
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
見
え
る
。
な
お
、
同
じ
『
や
ま
と
錦
』
第
二
号
に
は
、
板
目
木

版
挿
絵
に
も
「
杉
嵜
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
見
え
る
が
、
表
紙
画
の
彫
師
と
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
八
号
（
一
八
八
九
・

七
・
一
）
か
ら
は
石
版
刷
の
表
紙
に
変
わ
っ
て
い
る
。

 

（
21
）

 

 

『
や
ま
と
錦
』
を
早
い
例
と
し
て
、
そ
の
他
の
雑
誌
は
一
八
九
〇
年
（
明
二
三
）
頃
か
ら
、
表
紙
に
木
口
木
版
を
使
用
し
は
じ
め
て
い

る
。
た
と
え
ば
『
日
本
之
少
年
』
は
、
第
二
巻
第
一
号
（
一
八
九
〇
・
一
・
一
）
か
ら
第
三
号
（
一
八
九
〇
・
二
・
一
）
ま
で
「
大
成
社

刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
の
入
っ
た
表
紙
が
使
わ
れ
、
第
四
号
（
一
八
九
〇
・
二
・
一
五
）
以
降
は
「
生
巧
舘
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
の
入
っ
た

表
紙
に
替
わ
る
。

 

（
22
）

大
成
社
と
は
、
生
巧
館
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
木
口
木
版
の
一
派
で
、
西
洋
の
書
物
に
使
わ
れ
て
い
る
木
口
木
版
画

を
頼
り
に
、
独
学
で
木
口
木
版
技
術
を
習
得
し
た
彫
師
た
ち
の
集
団
で
あ
る
。

 

（
23
）

生
巧
館
開
業
後
は
、
大
成
社
の
彫
師
た
ち
の
う
ち
の
幾
人

か
も
生
巧
館
に
入
門
し
て
、
西
洋
流
の
や
り
方
を
学
ん
だ
。

 

（
24
）

 

 

『
日
本
之
文
華
』
も
第
一
巻
第
八
号
（
一
八
九
〇
・
四
・
一
八
）
か
ら
、
表
紙
に
木
口
木
版
を
使
用
し
始
め
る
。

 

（
25
）

表
紙
の
上
半
分
に
、

和
綴
じ
の
書
物
を
積
み
重
ね
た
図
と
桜
や
薔
薇
の
枝
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
左
下
に
「
生
功
舘
刻
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い

る
。 
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『
幼
年
雑
誌
』
は
第
一
巻
第
三
号
（
一
八
九
一
・
二
・
三
）
か
ら
、
無
署
名
の
木
口
木
版
表
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

 

（
26
）

「
尋
常
小
学
／
幼

年
雑
誌
／
東
京
博
文
館
」
と
い
う
題
字
が
表
紙
を
斜
め
に
分
断
し
て
お
り
、
上
部
に
は
少
年
た
ち
が
戦
争
ご
っ
こ
を
す
る
図
を
配
し
、
下

部
に
は
鳩
の
群
れ
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
に
、
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
五
号
（
一
八
九
一
・
八
・
二
）
表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
改

良
を
広
告
す
る
文
章
に
、
「
第
十
六
号
よ
り
幼
年
雑
誌
表
紙
面
は
東
都
有
名
な
る
生
巧
舘
の
技
師
合
田
氏
か
、

（

マ

マ

）

数
十
日
辛
苦
し
て
彫
刻
し

た
る
勇
ま
し
き
美
く
し
き
も
の
と
す
、
は
て
如
何
な
る
表
紙
画
な
る
か
、
来
号
を
待
て
よ
！
」
と
予
告
さ
れ
て
い
る
。

 

（
27
）

第
一
巻
第
一
六
号

（
一
八
九
一
・
八
・
一
七
）
か
ら
は
表
紙
左
下
に
「
生
巧
舘
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
る
。

 

（
28
）

第
二
巻
第
一
号
（
一
八
九
二
・
一
・
二
）
か

ら
第
二
巻
第
七
号
（
一
八
九
二
・
四
・
一
）
ま
で
は
、「
保
民
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
の
入
っ
た
表
紙
が
使
わ
れ
る
。

 

（
29
）

「
保
民
」
と
は
、
加
藤

保
民
の
こ
と
で
あ
る
。
板
橋
区
立
美
術
館
発
行
『
日
本
の
木
口
木
版
画
展
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
彫
師
の
一
覧
に
は
、「
加
藤
保
民
（
か
と
う 

や
す
た
み
）
／
大
成
社
系
の
彫
師
。
後
に
生
巧
館
に
て
学
ぶ
。
絵
入
朝
野
新
聞
で
は
小
永
井
天
橋
と
と
も
に
、「
慨
世
史
談 

断
逢
奇
縁
」

（
明
治
二
〇
年
）
で
は
島
崎
天
民
ら
と
と
も
に
挿
絵
の
彫
刻
を
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
30
）

た
だ
し
、
生
巧
館
に
所
属
し
て
い
た
時

期
は
不
明
で
あ
る
。

 

（
31
）

 

 

『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
八
号
（
一
八
九
二
・
四
・
二
一
）
は
表
紙
絵
な
し
。

 

（
32
）

第
二
巻
第
九
号
（
一
八
九
二
・
五
・
一
）
か
ら
は
再
び

「
生
巧
舘
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
に
な
る
。

 

（
33
）

こ
の
間
の
事
情
を
、
西
田
良
子
は

 

（
34
）

次
の
よ
う
に
審
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
八
九
二
年
（
明
二
五
）

四
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
東
京
神
田
を
大
火
が
襲
い
、
『
幼
年
雑
誌
』
の
印
刷
を
請
け
負
っ
て
い
た
熊
田
活
版
所
が
全
焼
し
た
。
原

稿
は
も
ち
ろ
ん
、
木
版
、
電
気
版
も
焼
失
し
た
た
め
、
第
二
巻
第
八
号
は
や
む
を
得
ず
表
紙
画
な
し
、
生
巧
館
に
急
遽
新
し
い
表
紙
の
制

作
を
依
頼
し
、
第
二
巻
第
九
号
以
降
は
生
巧
館
が
表
紙
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 

そ
の
他
、
博
文
館
で
は
『
婦
女
雑
誌
』
が
第
一
巻
第
三
号
（
一
八
九
一
・
三
・
一
〇
）
か
ら
生
巧
館
に
よ
る
木
口
木
版
表
紙
を
使
用
し

て
い
る
。

 

（
35
）

『
日
本
商
業
雑
誌
』
は
創
刊
号
（
一
八
九
〇
・
一
〇
・
二
〇
）
か
ら
生
巧
館
が
表
紙
を
担
当
し
て
い
る
。

 

（
36
）

『
富
国
』
は
創
刊
号
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（
一
八
九
〇
・
一
・
一
）
か
ら
第
七
号
（
一
八
九
〇
・
四
・
一
）
ま
で
は
「
大
成
社
刻
」
、
第
八
号
（
一
八
九
〇
・
四
・
一
五
）
以
降
は
生

巧
館
が
表
紙
を
担
当
し
て
い
る
。
以
上
、
こ
れ
ら
の
表
紙
の
サ
イ
ン
か
ら
、
博
文
館
と
生
巧
館
の
関
わ
り
は
一
八
九
〇
年
（
明
二
三
）
頃

か
ら
始
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
一
八
九
〇
年
頃
か
ら
は
記
事
中
の
図
版
に
も
木
口
木
版
を
使
用
し
始
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
一
一

号
（
一
八
九
〇
・
六
・
一
）
に
掲
載
さ
れ
た
乙
山
友
「
電
信
機
の
話
」
は
、
電
信
機
の
構
造
を
図
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
図
は
お
そ
ら
く

木
口
木
版
が
博
文
館
雑
誌
の
記
事
中
に
使
用
さ
れ
た
早
い
例
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

 

（
37
）

ま
た
、
後
に
も
取
り
上
げ
る
第
二
巻
第
一
六
号
（
一

八
九
〇
・
八
・
一
五
）
に
掲
載
さ
れ
た
Ｘ
Ｙ
Ｚ
と
い
う
記
者
に
よ
る
記
事
は
、
理
科
の
原
理
を
応
用
し
た
二
種
の
手
品
を
紹
介
し
て
い
る

が
、
こ
の
記
事
に
も
木
口
木
版
に
よ
る
図
が
二
点
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

 

（
38
）

そ
の
他
に
も
、
『
日
本
之
少
年
』
で
は
一
八
九
〇
年
頃
か
ら
、
科
学

や
地
理
に
関
す
る
記
事
や
、
寓
話
、
ポ
ン
チ
絵
な
ど
に
木
口
木
版
の
図
版
が
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

『
日
本
之
少
年
』
よ
り
低
年
齢
の
読
者
を
対
象
と
す
る
『
幼
年
雑
誌
』
に
も
、
木
口
木
版
の
挿
絵
が
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
第
一

巻
第
一
五
号
（
一
八
九
一
・
八
・
二
）
表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
改
良
を
広
告
す
る
文
章
は
、
「
理
科
、
文
章
、
戸
内
外
遊
戯
法
等
は
丁

寧
に
信
切
に
美
麗
な
る
密
画
及
巧
妙
の
西
洋
木
版
大
小
三
十
余
個
を
挿
入
し
て
説
明
す
」
と
、
記
事
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

た
め
に
木
口
木
版
画
を
多
数
使
用
し
た
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

 
（
39
）

実
際
に
、
『
幼
年
雑
誌
』
で
は
こ
の
号
か
ら
表
紙
だ
け
で
な
く
、
挿
絵
に
も

木
口
木
版
を
導
入
し
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
こ
の
頃
の
挿
絵
は
生
巧
館
以
外
の
工
房
が
担
当
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
版
と
お
ぼ
し
き
複
数
の
図
版
に

「
中
功
堂
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
八
号
（
一
八
九
一
・
九
・
一
七
）
に

掲
載
さ
れ
た
嵯
峨
の
や
主
人
「
母
親
と
お
さ
な
子
」
と
い
う
文
章
の
挿
絵
に
、
「
中
巧
堂
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

 

（
40
）

同
じ
く
「
火

山
と
温
泉
」
と
い
う
記
事
の
挿
絵
に
も
「
中
巧
堂
刀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
41
）

第
一
巻
第
二
一
号
（
一
八
九
一
・
一
一
・
二
）「
蛙
の
龍
宮
行
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き
」
「
金
石
の
話
」
「
理
学
の
話
」
の
挿
絵
に
も
「
中
巧
堂
刀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
42
）

第
一
巻
第
二
三
号
（
一
八
九
一
・
一
二
・
二
）「
琉
球

の
話
」
挿
絵
「
琉
球
王
城
那
覇
図
」
に
も
、
や
や
見
え
難
い
が
「
中
巧
堂
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

 

（
43
）

第
二
巻
第
三
号
（
一
八

九
二
・
二
・
一
）
「
孔
子
の
文
廟
」

 

（
44
）

、
第
二
巻
第
五
号
（
一
八
九
二
・
三
・
一
）「
軍
艦
造
船
所
」

 

（
45
）

、
第
二
巻
第
六
号
（
一
八
九
二
・
三
・

一
五
）「
箱
根
の
離
宮
」
に
も
「
中
巧
堂
刀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
46
）

な
お
、
第
二
巻
第
六
号
「
野
猫
」
挿
絵
に
は
「
松
井
刀
」
と
い
う
サ
イ

ン
が
見
え
る
が
、
中
巧
堂
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

 

（
47
）

 

 

「
中
功
堂
」
の
サ
イ
ン
は
『
日
本
之
少
年
』
挿
絵
に
も
見
え
る
。
第
四
巻
第
一
号
（
一
八
九
二
・
一
・
一
）
「
訓
蒙
歴
史
図
会
之
一 

蒙

古
船
覆
没
之
図
」
、
同
「
日
本
二
名
城
」
に
「
中
功
堂
刀
」
と
あ
る
。

 

（
48
）

ま
た
、
第
四
巻
第
二
号
（
一
八
九
二
・
一
・
一
五
）
「
日
本
名
勝
図

会
」
に
も
「
中
巧
堂
刀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
「
非
職
文
科
大
学
教
授
前
陸
軍
教
授 

正
七
位 

内
藤
耻
叟
翁
肖
像
」
に
は
「
保

民
刀
」
と
あ
る
。

 

（
49
）

保
民
と
は
、
先
述
の
加
藤
保
民
の
こ
と
で
あ
る
が
、
中
功
堂
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
四
巻

第
三
号
（
一
八
九
二
・
二
・
一
）
「
日
本
五
港
」
に
も
「
中
巧
堂
刀
」
と
あ
る
。

 

（
50
）

ま
た
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
此
五
港
の
写
真
木
版
は
彫
刻

師
中
巧
堂
伊
藤
綠
三
郎
が
実
地
に
臨
み
て
写
真
し
来
り
電
気
版
に
附
し
て
彫
刻
せ
る
も
の
な
れ
ば
在
来
日
本
画
師
の
想
像
画
と
は
異
り
よ

く
真
趣
を
写
し
得
た
り
因
て
此
に
掲
げ
て
未
遊
者
の
一
覧
に
供
す
／
次
号
に
は
富
士
河
口
の
真
景
（
神
田
パ
ノ
ラ
マ
に
出
せ
る
も
の
）
と

唐
崎
の
松
（
近
江
八
景
の
一
）
と
を
載
す
可
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
51
）

電
気
版
と
は
、
凸
版
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
印
刷
す
る
の
で
は
な
く
、

版
木
を
凹
版
で
型
取
り
し
た
う
え
で
、
電
気
分
解
の
作
用
を
利
用
し
て
、
凹
版
の
上
に
金
属
を
付
着
さ
せ
て
印
刷
用
の
版
を
製
造
す
る
技

術
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
四
巻
第
四
号
（
一
八
九
二
・
二
・
一
五
）
に
は
、
前
号
に
予
告
さ
れ
た
「
富
士
川
口
遠
望
」
「
近
江
唐
崎
の
老
松
」
を
含
め
、
「
日
本

名
勝
図
会
」
三
図
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
中
巧
堂
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

 

（
52
）

第
四
巻
第
五
号
（
一
八
九
二
・
三
・
一
）

「
日
本
名
勝
図
会
」

 

（
53
）

、
第
四
巻
第
九
号
（
一
八
九
二
・
五
・
一
）
「
日
本
歴
史
画
談
（
四
） 

逆
臣
入
鹿
伏
誅
之
図
」
に
も
「
中
巧
堂
刀
」
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と
あ
る
。

 

（
54
）

こ
れ
ら
は
全
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
版
で
あ
り
、
他
の
書
物
や
雑
誌
か
ら
の
複
製
と
思
わ
れ
る
図
版
に
は
サ
イ
ン
は
入
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
木
口
木
版
挿
絵
の
全
て
を
中
功
堂
が
担
当
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
初
期
に
は
生
巧
館
以
外

の
工
房
が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
二
四
号
（
一
八
九
二
・
一
二
・
一
五
）
で
は
、
来
春
一
月
一
日
の
第
三
巻
第
一
号
よ
り
「
挿
画
数
十

個
の
う
ち
洋
画
の
彫
刻
は
生
巧
舘
に
托
し
て
益
々
美
術
の
花
を
集
め
東
西
相
競
ふ
別
に
隔
号
本
紙
大
の
西
洋
標
本
画
を
挿
入
し
世
界
万
有

の
真
相
を
目
た
り
見
る
の
感
あ
ら
し
む
」
と
予
告
さ
れ
た
。

 

（
55
）

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
生
巧
館
に
よ
る
木
口
木
版
の
清
刷
り
に
は
、
一

八
九
三
年
（
明
二
六
）
以
降
の
『
幼
年
雑
誌
』
や
『
日
本
之
少
年
』
、
お
よ
び
両
者
の
後
続
誌
で
あ
る
『
少
年
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
図
版

が
数
多
く
の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
博
文
館
と
生
巧
館
の
関
わ
り
が
よ
り
密
接
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

合
田
清
は
一
八
九
三
年
年
三
月
一
八
日
、
博
文
館
館
主
の
欧
米
巡
遊
の
送
別
会
に
も
出
席
し
て
い
る
。

 

（
56
）

 

 

以
上
の
よ
う
に
、
初
期
の
少
年
雑
誌
に
は
、
生
巧
館
以
外
の
彫
師
や
木
口
木
版
工
房
が
複
数
関
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
齢
館
で
は

一
八
九
二
年
（
明
二
五
）
頃
か
ら
、
博
文
館
で
は
一
八
九
三
年
（
明
二
六
）
頃
か
ら
、
生
巧
館
が
少
年
雑
誌
に
お
け
る
木
口
木
版
の
需
要

を
独
占
す
る
よ
う
に
な
る
。
彫
師
あ
る
い
は
工
房
の
交
代
の
理
由
は
様
々
に
考
え
ら
れ
る
。
理
由
の
一
つ
は
、
や
は
り
生
巧
館
の
技
術
が

他
よ
り
優
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
に
は
生
巧
館
以
前
か
ら
、
西
洋
の
木
口
木
版
画
を
頼
り
に
、

独
力
で
彫
り
方
を
習
得
し
た
彫
師
た
ち
が
存
在
し
た
。
今
井
圭
介
に

 
（
57
）

よ
れ
ば
、「
生
巧
館
、
あ
る
い
は
生
巧
館
に
学
ん
だ
職
人
」
が
「
正
統

派
」
と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
独
学
に
よ
っ
て
彫
刻
技
術
を
身
に
つ
け
た
職
人
」
た
ち
は
「
在
野
派
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
今
井
に

よ
れ
ば
、
在
野
派
も
職
人
た
ち
の
研
究
の
結
果
、
後
に
は
技
術
が
著
し
く
向
上
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
初
期
に
は
や
は
り
生
巧
館
と
の
間

に
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
増
野
恵
子
は

 

（
58
）

、
初
期
在
野
派
で
あ
る
大
成
社
系
の
彫
師
の
作
風
に
つ
い
て
、
「
対
象
を
白
黒
の
線
に
よ
っ

て
解
釈
す
る
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
せ
い
か
、
線
の
構
成
が
機
械
的
で
あ
っ
た
り
、
明
暗
や
立
体
感
が
適
切
に
表
現
で
き
て
い
な
い
作
も
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見
受
け
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
生
巧
館
以
前
と
以
後
の
挿
絵
を
比
較
し
て
み
る
と
、
た
し
か
に
初
期
の
挿
絵
は
背
景
と
前
景
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
弱
く
、
両
者
の
区
別
が
つ
き
に
く
い
よ
う
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。 

 

し
か
し
、
彫
刻
技
術
そ
の
も
の
に
は
そ
れ
ほ
ど
有
意
な
差
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
下
絵
の
制
作
や
版
木
の
調
達
な
ど
、
挿
絵
が
完
成

す
る
ま
で
に
は
様
々
な
工
程
が
必
要
に
な
る
。
合
田
清
は
パ
リ
に
お
い
て
、
帰
国
し
て
か
ら
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
技
術
や
知
識
を
一
通

り
学
ん
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
は
じ
め
に
掲
げ
た
木
村
小
舟
が
述
べ
る
と
お
り
、
や
は
り
出
版
社
に
と
っ
て
は
「
便
利
な
機
関
」
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
写
真
を
そ
の
ま
ま
下
絵
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
、
湿
板
写
真
の
膜
を
版
木
の
上
に
貼
り
付
け
る

技
術
は
、
合
田
が
パ
リ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
見
本
を
も
と
に
、
写
真
師
に
依
頼
し
て
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。

 

（
59
）

 

 

ま
た
、
生
巧
館
の
彫
師
で
あ
っ
た
馬
渕
録
太
郎
に
よ
れ
ば
、
合
田
は
後
に
は
自
ら
彫
刻
の
仕
事
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
依
頼
主

の
も
と
へ
出
向
い
て
、著
者
が
そ
の
図
版
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
聴
き
、
そ
れ
を
生
巧
館
の
職
人
に
伝
え
て
い
た
と
い
う
。

 

（
60
）

 

 

 

著
者
は
大
抵
学
者
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の
人
で
は
原
画
に
就
い
て
の
微
細
な
説
明
は
、
受
け
取
り
方
が
難
し
い
の
で
、
ど
う
し
て

も
合
田
先
生
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
わ
け
て
も
飯
島
魁
博
士
や
三
好
学
博
士
の
よ
う
な
深
い
研
究
に
依
る
著
者
の
挿
画
で

あ
る
か
ら
、
大
抵
博
士
ご
自
身
で
原
画
を
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
の
表
現
に
対
し
て
、
木
口
版
で
彫
る
時
の
心
構
え
を
感

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
田
先
生
な
ら
ば
、
著
者
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
よ
く
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
い
つ
も
著
者

か
ら
招
か
れ
る
の
で
あ
る
。
合
田
先
生
で
あ
れ
ば
、
用
向
き
の
話
が
済
ん
で
か
ら
で
も
、
外
国
の
話
に
も
応
対
が
で
き
る
の
で
、
著

者
か
ら
は
喜
ば
れ
て
い
る
。 

 

生
巧
館
へ
戻
っ
て
来
ら
れ
て
、
館
員
の
一
番
先
輩
で
年
長
者
に
、
原
画
の
説
明
を
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
輩
も
よ
く
心
得
て
い

る
の
で
、
著
者
の
思
う
と
こ
ろ
が
完
全
に
彫
ら
れ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
生
巧
館
へ
依
頼
し
な
け
れ
ば
と
、
出
版
社
も
生
巧
館
を
信
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用
し
て
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  
馬
渕
が
生
巧
館
に
入
門
し
た
の
は
一
九
〇
三
年
（
明
三
六
）
で
あ
り
、
生
巧
館
を
辞
し
、
日
能
写
真
製
版
印
刷
所
へ
移
っ
た
の
は
「
明

治
の
終
り
か
、
大
正
の
初
め
」

 

（
61
）

で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
右
の
引
用
の
よ
う
な
依
頼
主
と
の
や
り
と
り
を
明
治
二
〇
年
代
に
そ
の
ま
ま
当

て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
挿
絵
の
制
作
過
程
を
知
る
う
え
で
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
清
刷
り
に
は
、

朱
や
墨
で
い
っ
た
ん
刷
り
上
が
っ
た
図
版
に
修
正
の
指
示
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
今
後
資
料
の
調
査
が
進
展
す
れ
ば
、
生
巧

館
が
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
挿
絵
の
制
作
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
か
、
さ
ら
に
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

彫
師
あ
る
い
は
工
房
の
交
代
の
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
生
巧
館
が
数
あ
る
木
口
木
版
工
房
の
な
か
で
も
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
広
く
認
知
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
他
誌
と
の
差
別
化
を
は
か
る
べ
く
、
生
巧
館
に
木
口
木
版
画
の
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
調
べ
た

限
り
で
は
、
『
小
国
民
』
に
は
、
彫
師
や
工
房
に
直
接
言
及
し
た
記
事
や
広
告
文
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
博
文
館
は
読

者
に
向
け
て
、
雑
誌
の
表
紙
画
や
挿
絵
を
生
巧
館
に
託
し
た
こ
と
を
大
々
的
に
謳
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
巧
館
に
よ
る
木
口
木
版

の
技
術
が
実
際
に
優
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
生
巧
館
に
よ
る
木
口
木
版
画
の
美
術
的
な
価
値
が
一
般
に
も
広
く
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
挿
絵
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
は
挿
絵
の
質
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
を
宣

伝
す
る
た
め
に
、
学
齢
館
や
博
文
館
は
当
時
国
内
で
は

高
の
技
術
を
持
つ
と
さ
れ
た
生
巧
館
に
木
口
木
版
制
作
を
依
頼
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。 
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二
、
博
文
館
少
年
雑
誌
の
科
学
図
版 

 

前
節
で
は
、
少
年
雑
誌
に
木
口
木
版
が
導
入
さ
れ
た
時
期
、
お
よ
び
生
巧
館
が
少
年
雑
誌
の
表
紙
か
ら
挿
絵
ま
で
を
一
手
に
引
き
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
次
に
、
挿
絵
の
具
体
例
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
の
図
版
が
ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
た
の
か
見

て
い
き
た
い
。
『
少
年
園
』
や
『
小
国
民
』
に
は
詳
し
い
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
博
文
館
の
少
年
雑
誌
か
ら
代
表
的
な
例
を
取
り
上

げ
る
。 

 

調
査
の
結
果
、
木
口
木
版
挿
絵
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
版
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
書
物
や
新
聞
雑
誌
か
ら
の
複
製
図
版
が
か
な
り
の
割
合

で
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
一
六
号
（
一
八
九
〇
・
八
・
一
五
）
の
「
理
化
学

談
」
欄
に
は
、
理
科
の
原
理
を
応
用
し
た
二
種
類
の
手
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

 

（
62
）

記
事
の
タ
イ
ト
ル
は
「
幻
海
」
、
記
者
の
署
名
は
「
Ｘ
Ｙ

Ｚ
」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
な
序
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

理
化
の
学
術
進
歩
し
て
雷
霆
を
駆
り
風
雨
を
呼
ぶ
の
今
日
天
下
ま
た
何
の
処
に
か
所
謂
幻
な
る
も
の
あ
ら
ん
や
彼
の
妖
と
呼
び
怪
と

名
く
る
も
の
皆
劣
等
種
族
の
其
知
識
の
識
別
以
外
に
渉
る
を
以
つ
て
之
を
神
明
妖
魔
の
所
為
に
帰
し
名
く
る
に
魔
幻
怪
妖
等
の
名
を

以
つ
て
せ
し
に
過
ぎ
ず
『
幽
霊
の
正
体
見
た
り
枯
柳
。
』
『
刀
抦
に
手
を
か
く
れ
ば
も
と
の
柳
か
な
』
悟
つ
て
見
れ
ば
之
れ
何
事
も
不

可
思
議
な
ら
ず
何
物
か
ま
た
敢
て
奇
怪
な
ら
ん
而
し
て
人
間
の
知
識
遂
ひ
に
進
ん
で
此
妖
を
究
め
怪
を
捜
り
遂
ひ
に
余
す
所
な
き
に

至
ら
ん
と
す
亦
た
後
世
恐
る
可
し
の
嘆
を
発
せ
ず
し
て
何
ぞ
、
予
頃
日
豆
洲
熱
海
の
浴
舎
に
あ
り
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
。
サ
イ
エ
ン
テ
イ

フ
ィ
ッ
ク
ア
メ
リ
カ
ン
。
ケ
ミ
ス
ト
リ
イ
等
の
諸
欧
文
雑
誌
を
読
ん
で
大
に
獲
た
る
所
ろ
あ
り
即
ち
内
に
就
き
理
化
学
上
に
関
す
る

諸
妙
術
を
摘
訳
し
名
け
て
幻
海
と
云
ふ
然
れ
ど
も
極
め
て
理
化
の
知
識
に
富
め
る
の
日
本
少
年
諸
子
予
が
此
幻
を
幻
と
せ
ら
れ
ず
却
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つ
て
這
般
の
浅
事
を
幻
と
す
る
を
冷
笑
し
賜
ふ
か
如
き
こ
と
あ
ら
ば
真
個
に
予
が
不
面
目
の
み
、
ま
た
誰
を
か
怨
み
ん
や 

  
こ
の
序
文
に
は
、
欧
米
の
科
学
知
識
に
対
す
る
畏
敬
の
念
と
無
条
件
の
信
頼
が
溢
れ
て
い
る
。
科
学
万
能
主
義
に
基
づ
き
、
そ
れ
以
前

の
「
妖
」
や
「
怪
」
に
対
す
る
知
の
大
系
を
「
劣
等
種
族
」
の
知
識
の
欠
如
に
よ
る
も
の
と
断
じ
た
う
え
で
、
科
学
的
態
度
に
基
づ
い
て

不
思
議
な
現
象
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。 

 

こ
れ
以
降
、
『
日
本
之
少
年
』
で
は
毎
号
の
よ
う
に
欧
米
の
雑
誌
か
ら
科
学
記
事
を
訳
載
す
る
よ
う
に
な
る
。
理
科
の
原
理
を
応
用
し
た

玩
具
や
手
品
、
奇
想
天
外
な
発
明
の
数
々
を
木
口
木
版
に
よ
る
図
解
つ
き
で
紹
介
す
る
記
事
が
、
少
年
読
者
た
ち
の
科
学
に
対
す
る
好
奇

心
や
憧
れ
を
掻
き
立
て
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
国
際
社
会
に
お
け
る
自
国
の
地
位
を
維
持
す
る
た
め
に
、
欧
米

列
強
と
い
う
他
者
の
思
考
様
式
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
開
国
後
の
日
本
が
置
か
れ
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

う
し
た
思
考
様
式
が
本
格
的
に
浸
透
し
た
世
代
が
、
明
治
二
〇
年
代
の
少
年
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

序
文
に
続
い
て
、「
幻
薔
薇
」
と
「
幻
蝶
」
と
い
う
二
種
類
の
手
品
が
紹
介
さ
れ
る
。
「
幻
薔
薇
」
は
「
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ア
メ

リ
カ
ン
」
か
ら
訳
載
し
た
も
の
で
、
白
い
薔
薇
を
た
ち
ま
ち
紅
薔
薇
に
変
え
る
手
品
で
あ
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
反
応
し
て
赤
く
な
る
性
質

を
持
つ
ア
ニ
リ
ン
と
い
う
物
質
を
あ
ら
か
じ
め
薔
薇
に
撒
い
て
お
き
、客
の
前
で
香
水
な
ど
を
吹
き
掛
け
る
と
、「
今
ま
で
純
白
な
る
薔
薇

花
忽
然
真
紅
若
し
く
は
半
紅
の
美
花
と
な
り
来
賓
を
し
て
為
め
に
一
驚
を
喫
せ
し
む
可
し
と
云
ふ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
幻
蝶
」
は
「
ア

メ
リ
カ
ン
サ
イ
エ
ン
テ
イ
フ
イ
ツ
ク
の
社
友
マ
ル
チ
ナ
ウ
ド
氏
と
云
へ
る
人
心
匠
を
凝
ら
し
て
発
明
し
た
る
も
の
」
で
、
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の

定
理
を
応
用
し
た
玩
具
で
あ
る
。
仕
掛
け
は
い
わ
ゆ
る
「
吹
き
上
げ
パ
イ
プ
」
と
同
様
の
も
の
で
、
茎
の
部
分
を
ス
ト
ロ
ー
状
に
し
た
造

花
に
息
を
送
る
と
、
花
の
上
に
載
せ
た
紙
製
の
胡
蝶
が
舞
い
上
が
る
趣
向
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
品
に
一
点
ず
つ
、
木
口
木
版
に
よ
る

挿
図
が
入
っ
て
い
る
【
図
１
】。 
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『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
（Scientific A

m
erican

）
と
は
、
一
八
四
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
創
刊
さ
れ
、
現
在
も

刊
行
さ
れ
て
い
る
一
般
向
け
科
学
雑
誌
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
は
週
刊
で
発
行
さ
れ
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
で
毎
号
十
六

ペ
ー
ジ
に
「
新
発
明
や
新
発
見
に
つ
い
て
の
有
益
な
情
報
と
多
数
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
版
」
を
掲
載
し
た
。
内
容
は
「
機
械
、
発
明
、
珍
し

い
装
置
、
製
造
業
、
化
学
、
電
気
、
電
信
、
写
真
、
建
築
、
農
業
、
園
芸
、
博
物
学
等
」
を
網
羅
し
、
さ
ら
に
「
毎
週
の
特
許
一
覧
」
を

付
け
た
。

 

（
63
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
で
購
読
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
万
国
郵
便
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
国
に
は
、
年
間
四

ド
ル
で
雑
誌
を
発
送
し
て
い
た
。

 

（
64
）

 

 

『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
日
本
之
少
年
』
か
ら
二
年
前
の
第
五
九
巻
第
八
号
（
一
八
八
八
・

八
・
二
五
）
に
、「T

h
e M

agic R
o
se

」
と
「T

h
e M

agic R
o
se B

u
sh

」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
【
図
２
】

 

（
65
）

。

両
者
を
見
較
べ
る
と
、
記
事
だ
け
で
な
く
、
図
版
も
忠
実
に
複
製
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
ず
、
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
と
『
日
本
之
少
年
』
の
記
事
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
内
容
は
ほ
ぼ
正
確
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
一
点
だ
け
『
日
本
之
少
年
』
の
記
者
が
誤
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
記
者
は
「
幻
蝶
」
を
「
ア
メ
リ
カ
ン
サ

イ
エ
ン
テ
イ
フ
イ
ツ
ク
の
社
友
マ
ル
チ
ナ
ウ
ド
氏
と
云
へ
る
人
心
匠
を
凝
ら
し
て
発
明
し
た
る
も
の
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、
『
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
に
は
、
ど
ち
ら
の
手
品
も
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
雑
誌
『La Nature

』
か
ら
の
転
載
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
は
、
記
事
を
転
載
す
る
際
に
は
全
文
を
そ
の
ま
ま
英
語
に
移
し
変
え
て
い
る
が
、
こ
の

記
事
が
『L

a N
ature 

』
か
ら
の
転
載
で
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
た
記
者
は
、「O

n
e o

f o
u
r read

ers, M
r. M

artin
au

d

」
と
い
う
部
分
を
、

「
ア
メ
リ
カ
ン
サ
イ
エ
ン
テ
イ
フ
イ
ツ
ク
の
社
友
マ
ル
チ
ナ
ウ
ド
氏
と
云
へ
る
人
」
と
訳
し
て
し
ま
っ
た
。

 

（
66
）

要
す
る
に
、
マ
ル
チ
ナ
ウ
ド

氏
は
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
の
読
者
で
は
な
く
、
『L

a N
ature 

』
の
読
者
な
の
で
あ
る
が
、
『
日
本
之
少
年
』
の
記

者
は
そ
の
点
を
誤
解
し
た
の
で
あ
る
。 
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【図 2】Scientific American，Vol.59,No.8.（The Internet Archive）

【図 1】『日本之少年』第 2 巻第 16 号（慶應義塾図書館蔵）
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次
に
、
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
の
挿
図
と
『
日
本
之
少
年
』
の
挿
図
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
背
景
の
処
理
や
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
の
付
け
方
な
ど
に
僅
か
な
違
い
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
正
確
に
複
製
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
木
口
木
版
が
欧
米
の
雑
誌

に
使
わ
れ
て
い
る
挿
絵
の
精
密
さ
を
再
現
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

な
お
、
「T

h
e M

agic R
o
se

」
の
図
版
を
見
る
と
、
『
日
本
之
少
年
』
に
は
制
作
者
を
示
す
サ
イ
ン
は
な
い
が
、
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ

ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
に
は
画
家
と
彫
刻
家
の
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。
や
や
見
難
い
が
、
画
家
の
サ
イ
ン
は
「G

IL
B

E
R
T

」
、
彫
刻
家
の

サ
イ
ン
は
「H

.T
.sc

」
と
読
め
る
。
「G

IL
B

E
R
T

」
に
関
し
て
は
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、「H

.T

」
は
ア
ン
リ
・
テ
ィ
リ
ア
（H

en
ri T

h
iriat

）
、

フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
彫
師
の
一
人
で
、
『
イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
』（L

'Illustration

）
を
中
心
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
生
巧
館
の
合

田
清
は
パ
リ
時
代
に
、
一
時
期
ア
ン
リ
・
テ
ィ
リ
ア
の
も
と
で
修
業
し
た
と
い
う
。

 

（
67
）

し
た
が
っ
て
、
こ
の
サ
イ
ン
は
原
図
と
な
っ
た
『L

a 

N
ature

』
の
サ
イ
ン
を
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し
『
日
本
之
少
年
』
の
挿
絵
が
生
巧
館
の
作
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
間
接
的
な
師

匠
の
作
を
模
刻
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
『
日
本
之
少
年
』
が
本
文
中
に
木
口
木
版
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
初
期
の
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
生
巧
館
以
外
の
制
作
者
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

次
に
、
生
巧
館
制
作
の
図
版
の
な
か
か
ら
、
複
製
の
一
例
を
挙
げ
る
。
同
じ
く
『
日
本
之
少
年
』
第
六
巻
第
二
三
号
（
一
八
九
四
・
一

二
・
一
）
の
科
学
欄
に
は
、「
増
影
写
真
術
」
と
い
う
無
署
名
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
【
図
３
】

 

（
68
）

。
木
口
木
版
に
よ
る
図
は
三
点
で
、

三
点
と
も
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
清
刷
り
と
一
致
し
た
（
作
品
番
号
Ｂ
‐
０
９
５
０
）。
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

科
学
の
進
歩
は
日
に
著
し
く
、
写
真
術
の
如
き
も
非
常
の
発
達
を
な
し
た
る
今
日
こ
れ
有
り
と
て
敢
て
驚
く
に
も
足
ら
ね
ど
、
さ
り

と
は
面
白
き
思
付
と
い
ふ
へ
き

（

マ

マ

）

は
増
影
写
真
術
に
ぞ
あ
る
、
こ
は
読
で
字
の
如
く
我
が
写
影
同
時
に
幾
個
に
も
写
り
て
而
か
も
各
々

其
方
向
を
異
に
す
る
と
い
ふ
新
案
、（
中
略
）
此
図
に
掲
げ
た
る
は
其
標
本
に
て
一
人
の
紳
士
が
か
く
五
人
に
写
り
、
し
か
も
各
々
其
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方
向
を
異
に
し
た
れ
ば
、
顔
容
の
有
様
、
衣
服
の
着
様
な
ど
左
か
ら
も
右
か
ら
も
前
か
ら
も
後
か
ら
も
見
ら
れ
て
、
誠
に
調
法
に
出

来
た
り
、
人
と
し
て
我
が
ふ
り
を
見
た
く
思
は
ぬ
は
無
け
れ
ば
此
写
真
術
は
頗
る
趣
味
あ
る
者
と
い
ふ
べ
し
、 

  

写
真
術
の
発
達
と
流
行
を
背
景
と
し
て
、
見
た
ま
ま
を
記
録
す
る
以
上
の
写
真
の
可
能
性
を
追
求
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
こ
の
時
期
し
ば

し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
発
明
は
合
わ
せ
鏡
に
映
し
た
像
を
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
枚
の
写
真
に
複
数
の
角
度
か
ら
見
た

人
物
の
姿
を
収
め
る
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
記
事
の
情
報
源
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ

ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
第
七
一
巻
第
一
四
号
（
一
八
九
四
・
一
〇
・
六
）
に
、
同
じ
内
容
、
挿
図
の
記
事
が
見
つ
か
っ
た
【
図
４
】

 

（
69
）

。
た
だ

し
、
『
日
本
之
少
年
』
で
は
、
右
頁
の
図
の
人
物
が
他
の
図
と
同
じ
男
性
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
原
図
と
な
っ
た
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ

ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
で
は
、
胸
か
ら
上
を
写
し
た
写
真
の
人
物
が
女
性
に
な
っ
て
い
る
。
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
は
、

実
際
に
「
増
影
写
真
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
写
し
た
写
真
を
、
写
真
網
目
製
版
に
よ
っ
て
印
刷
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
博
文

館
は
原
版
と
な
る
写
真
を
持
た
な
い
た
め
、
他
の
二
図
と
同
じ
く
描
き
直
し
た
も
の
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
描
き
直
す
際
に
他

の
図
と
同
じ
男
性
の
姿
に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
、
ほ
と
ん
ど
の
複
製
図
版

は
機
械
的
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
忠
実
に
原
図
を
複
製
す
る
こ
と
に
徹
し
て
い
る
。
な
お
、
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』

の
図
版
に
は
、
三
点
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
版
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「S

C
I.A

M
.N

.Y

」
の
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。 
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【図 3】『日本之少年』第 6 巻第 23 号（慶應義塾図書館蔵）

【図 4】Scientific American，Vol.71, No.14.

(The Internet Archive) 
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以
上
、
博
文
館
雑
誌
の
科
学
欄
か
ら
二
例
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
科
学
雑
誌
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ

カ
ン
』
か
ら
の
複
製
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
紙
数
の
都
合
上
、
『
日
本
之
少
年
』
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
『
幼
年
雑
誌
』
や
『
少
年

世
界
』
に
も
、
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
か
ら
の
転
載
記
事
お
よ
び
複
製
図
版
は
数
多
く
見
つ
か
っ
た
。
記
事
の
内
容

は
理
科
の
原
理
に
基
づ
い
た
遊
び
や
、
子
供
に
も
で
き
る
よ
う
な
実
験
、
新
発
明
の
乗
り
物
や
飛
行
機
に
関
す
る
話
題
な
ど
が
中
心
で
あ

る
が
、
『
少
年
世
界
』
の
頃
に
な
る
と
、
日
清
戦
争
の
影
響
を
受
け
て
、
軍
事
関
連
の
発
明
に
関
す
る
記
事
も
増
え
て
く
る
。
今
後
は
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
図
版
が
担
っ
て
い
た
情
報
と
そ
の
意
味
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
し
て
い
き
た
い
。 

三
、
博
文
館
少
年
雑
誌
の
ポ
ン
チ
絵 

 

木
口
木
版
は
対
象
を
リ
ア
ル
に
描
き
出
す
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
技
法
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
生
巧
館
に
よ
る
清
刷
り
の

な
か
に
は
、
ポ
ン
チ
絵
や
コ
マ
絵
の
よ
う
な
記
号
的
な
表
現
に
よ
る
図
版
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
版
の
多
く
も
ま
た
、

博
文
館
や
学
齢
館
の
少
年
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
阪
本
一
郎
は

 

（
70
）

、
子
ど
も
向
け
漫
画
の
歴
史
に
つ
い
て
、
明
治
二
〇
年
以
前

に
は
判
じ
絵
や
頓
知
絵
な
ど
、絵
そ
の
も
の
の
面
白
さ
で
楽
し
ま
せ
る
漫
画
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
『
小
国
民
』

や
『
日
本
之
少
年
』
、
『
幼
年
雑
誌
』
、
『
少
年
世
界
』
な
ど
の
少
年
雑
誌
に
連
続
コ
マ
の
ポ
ン
チ
絵
が
登
場
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

 

さ
て
こ
れ
ら
が
子
ど
も
に
漫
画
を
配
給
す
る
容
器
に
な
る
の
で
あ
る
。
ど
の
雑
誌
も
、
毎
号
１
点
か
ら
数
点
の
漫
画
を
掲
げ
て
い

る
。
た
だ
し
本
文
記
事
の
戯
文
の
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
戯
画
は
こ
れ
を
除
外
し
、
独
立
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
ほ

と
ん
ど
が
西
洋
ポ
ン
チ
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
外
国
の
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
パ
ン
チ
を
転
載
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
日
本
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の
漫
画
家
が
書
き
お
ろ
し
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。（
中
略
） 

 

な
お
掲
載
の
場
所
は
大
か
た
が
投
書
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
作
文
な
ど
の
投
書
を
組
ん
で
あ
る
ペ
ー
ジ
の
中
央
に
窓
を
開
け
、
そ
こ

に
１
コ
マ
ず
つ
入
れ
て
、
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
掲
載
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
紙
面
の
装
飾
の
役
を
兼
ね
て
い
る
。
こ
の
扱
い
か
ら

推
す
と
、
ポ
ン
チ
は
た
い
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ず
（
掲
載
の
な
い
号
も
あ
る
）
、
外
国
誌
か
ら
の
転
載
で
ま
に
あ
わ
せ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。 

  

坂
本
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
の
時
期
の
少
年
雑
誌
の
ポ
ン
チ
絵
に
は
、
西
洋
風
の
風
俗
に
基
づ
く
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

科
学
図
版
と
同
じ
よ
う
に
、
ポ
ン
チ
絵
も
欧
米
の
雑
誌
か
ら
複
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
ポ
ン
チ

絵
が
ど
こ
か
ら
転
載
さ
れ
た
の
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
風
刺
雑
誌
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
（F

liegende 

B
lätter

）
が
主
な
原
典
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

は
じ
め
に
、
こ
の
時
期
の
ポ
ン
チ
絵
の
一
例
を
示
す
と
、
た
と
え
ば
『
少
年
世
界
』
第
一
巻
第
二
〇
号
（
一
八
九
五
・
一
〇
・
一
五
）

の
寄
書
欄
に
は
、
細
か
い
文
字
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
の
中
央
を
く
り
抜
き
、
見
開
き
六
ペ
ー
ジ
に
一
コ
マ
ず
つ
、
連
続
も
の
の
ポ

ン
チ
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 

（
71
）

第
一
コ
マ
で
は
、
枠
外
に
「
南
無
三
宝
大
蛇
と
は
！
」
と
書
か
れ
、
木
の
下
を
通
り
が
か
っ
た
男
に
大
き

な
口
を
開
け
た
蛇
が
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
絵
が
示
さ
れ
る
。
第
二
コ
マ
で
は
、
男
の
頭
が
蛇
に
呑
ま
れ
て
い
る
が
、
枠
外
の
台
詞

に
は
「
や
れ
呑
ま
れ
る
こ
と
か
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
第
三
コ
マ
で
は
、
男
は
も
は
や
上
半
身
を
す
っ
か
り
蛇
に
呑
ま
れ
、
が
に
股
の

両
脚
し
か
見
え
な
い
。
枠
外
の
台
詞
に
は
「
こ
う
胯
を
張
れ
ば
大
丈
夫
さ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
第
四
コ
マ
で
は
、
男
は
相
変
わ
ら
ず
大

き
く
開
い
た
両
脚
し
か
見
え
な
い
が
、
枠
外
の
台
詞
に
は
「
へ
ツ
へ
呑
め
ま
い
口
が
裂
る
は
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
蛇
の
口
も
裂
け
そ
う

な
ほ
ど
大
き
く
開
い
て
い
る
。
第
五
コ
マ
で
は
、
蛇
は
つ
い
に
男
を
吐
き
出
し
、
男
は
帽
子
と
葉
巻
を
拾
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い



 － 120 －

る
。
台
詞
に
は
「
と
う
と
う
吐
出
し
の
命
拾
ひ
か
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
第
六
コ
マ
で
は
、
男
は
葉
巻
を
吹
か
し
つ
つ
歩
き
去
ろ
う
と
し

て
お
り
、
蛇
は
口
を
開
け
た
ま
ま
涙
を
流
し
て
い
る
。

後
の
台
詞
は
「
己
様
の
智
恵
に
は
大
蛇
も
口
あ
ん
ぐ
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

【
図
５
】
に
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
清
刷
り
を
掲
げ
た
（
作
品
番
号
Ｂ
‐
０
７
０
６
）
。 

 

こ
の
ポ
ン
チ
絵
の
も
と
に
な
っ
た
図
版
は
、
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
第
二
五
三
一
号
（
一
八
九
四
・
一
・
二
八
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
【
図
６
】

 
（
72
）

。
『
少
年
世
界
』
は
枠
外
に
説
明
の
た
め
の
台
詞
を
付
け
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
絵
だ
け
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
せ

る
形
式
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
絵
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
と
考
え
た
『
少
年
世
界
』
の
編
集
者
が
台
詞
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
画
家
の
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
。 

 

『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
は
、
一
八
四
四
年
に
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
ブ
ラ
ウ
ン
＆
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
社
に
よ
っ
て
創
刊
さ

れ
た
絵
入
り
風
刺
雑
誌
で
あ
る
。
週
刊
で
、
毎
号
八
ペ
ー
ジ
に
短
編
小
説
、
風
刺
絵
、
戯
画
、
詩
、
判
じ
絵
、
ク
イ
ズ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

 

（
73
）

挿
絵
を
見
る
限
り
、
政
治
色
は
薄
い
が
、
子
供
向
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
男
女
関
係
を
扱
っ
た
風
刺
画
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

博
文
館
で
は
早
く
か
ら
ポ
ン
チ
絵
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
三
号
（
一
八
九
〇
・
三
・
八
）
に
は
、
折
り
込
み

の
大
判
口
絵
に
、
石
版
刷
り
の
「
独
逸
狂
画
犀
と
蠅
」
と
い
う
ポ
ン
チ
絵
を
掲
げ
て
い
る
。

 

（
74
）

目
次
の
署
名
は
「
花
舟
女
史
」
、
口
絵
本
文
に

は
「
花
舟
女
う
つ
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
典
も
ま
た
、
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
第
二
一
四
三
号
（
一
八
八
六
・
八
・

二
二
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
博
文
館
が
こ
の
頃
か
ら
既
に
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
を
雑
誌
づ
く
り
の
参
考
に
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

 

（
75
）

 

 

ま
た
、
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
五
号
（
一
八
九
〇
・
三
・
一
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
い
た
づ
ら
小
僧
」
と
い
う
石
版
刷
り
の
ポ
ン
チ
絵

に
は
、「
中
江
玉
桂
女
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
。

 

（
76
）

木
村
小
舟
に
よ
れ
ば
、
中
村
玉
桂
女
は
桂
舟
門
下
の
画
家
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

ポ
ン
チ
絵
の
も
と
に
な
っ
た
図
版
は
、
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
第
二
一
四
二
号
（
一
八
八
六
・
八
・
一
五
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 

（
77
）
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【図 5】清刷り：『少年世界』第 1巻第 20 号 作品番号：B-0706（国文学研究資

料館蔵） 

【図 6】Fliegende Blätter, No.2531.(ハイデルベルク大学図書館蔵)
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こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
ポ
ン
チ
絵
は
挿
絵
画
家
た
ち
が
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
の
ポ
ン
チ
絵
を
石
版
に
写
し
た
も
の
を
、
別

刷
り
の
口
絵
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
。
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
一
五
号
（
一
八
九
〇
・
八
・
一
）
頃
か
ら
、
ポ
ン
チ
絵
も
木
口
木
版
で

制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
文
と
同
じ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
『
日
本
之
少
年
』
は
、
ポ
ン
チ
絵
以
外
の
挿
絵
も
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
か
ら
借
用
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
文
脈
を
離
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
を
写
し
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
『
日
本
之
少
年
』

第
二
巻
第
二
四
号
（
一
八
九
〇
・
一
二
・
一
五
）
に
は
、
記
者
か
ら
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
次
号
予
告
が
記
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
の
下
に
、

洋
装
の
礼
服
を
着
た
男
性
の
イ
ラ
ス
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

 

（
78
）

こ
の
挿
絵
は
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
二
二
六
六
号
の
附
録
（
一

八
八
八
・
一
二
・
三
〇
）
に
掲
載
さ
れ
た
仮
装
用
小
物
の
広
告
か
ら
借
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

 

（
79
）

た
だ
し
、
男
性
の
顔
だ
け
が
わ
ず
か
に
異

な
っ
て
お
り
、
原
画
は
髯
を
生
や
し
た
西
洋
人
男
性
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
日
本
之
少
年
』
は
日
本
人
男
性
の
顔
に
似
せ
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
、
髯
が
な
い
。
そ
の
他
、「
警
喩
叢
」
の
挿
絵
な
ど
も
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
か
ら
借
り
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
洋

風
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
の
で
き
る
下
絵
画
家
が
、
こ
の
時
期
に
は
未
だ
少
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
西
洋
風
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
当
時
の
少
年
読
者
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
挿
絵
や
ポ
ン
チ
絵
は
雑
誌
を
西
洋
風
の
雰
囲
気
で
飾
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
的
な
表
現
に

わ
ざ
わ
ざ
西
洋
由
来
の
木
口
木
版
が
用
い
ら
れ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、
博
文
館
雑
誌
の
ポ
ン
チ
絵
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ら
が
ド
イ
ツ
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
風
刺
雑
誌
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』

か
ら
の
複
製
図
版
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
木
口
木
版
に
よ
る
ポ
ン
チ
絵
で
あ
る
が
、
『
少
年
世
界
』
な
ど
に

は
ポ
ン
チ
絵
に
板
目
木
版
も
併
用
さ
れ
て
お
り
、
板
目
木
版
の
ポ
ン
チ
絵
に
も
『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
か
ら
の
転
載
事
例
が

多
数
見
つ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
板
目
木
版
で
は
人
物
が
和
装
に
変
わ
っ
て
い
た
り
、
女
性
が
男
の
子
に
変
わ
っ
て
い
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た
り
す
る
な
ど
、
必
ず
し
も
原
図
に
忠
実
で
な
い
例
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
対
象
を
写
す
際
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
板

目
木
版
と
木
口
木
版
で
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
絵
師
や
彫
師
の
力
関
係
の
差
異
を
表
す
の
か
、
様
々
な
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
博
文
館
少
年
雑
誌
を
中
心
に
、
木
口
木
版
挿
絵
の
多
く
が
欧
米
の
雑
誌
か
ら
の
複
製
図
版
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
開

国
後
の
日
本
は
欧
米
列
強
の
論
理
を
い
ち
早
く
内
面
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
自
国
の
地
位
を
守
ろ
う
と
し
た
が
、

こ
う
し
た
国
の
政
策
が
一
般
の
人
々
に
ま
で
浸
透
し
た
の
は
明
治
二
〇
年
代
で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、
学
校
教
育
の
普
及
が
し

ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
や
イ
メ
ー
ジ
が
果
た
し
た
役
割
も
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
今

後
は
一
つ
ひ
と
つ
の
図
版
が
担
っ
て
い
た
情
報
と
そ
の
意
味
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
木
村
小
舟
『
少
年
文
学
史 

明
治
篇
上
巻
』
、
一
九
四
九
・
二
、
童
話
春
秋
社
。
木
口
木
版
は
「
西
洋
木
版
」
ま
た
は
「
写
真
木

版
」
と
も
呼
ば
れ
た
。 

（
2
）
『
国
民
之
友
』
第
三
巻
第
二
五
号
、
一
八
八
八
・
七
・
六
、
民
友
社
。
表
紙
左
下
に
「
生
巧
舘
刻
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い

る
。 

（
3
）
森
啓
「
明
治
期
雑
誌
の
印
刷
表
現
―
―
博
文
館
の
雑
誌
群 

多
数
を
獲
得
す
る
た
め
の
新
技
術
の
応
用
―
―
２
」
『
女
子
美
術
大
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学
研
究
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
三
・
三
、
女
子
美
術
大
学
。 

（
4
）
『
少
年
園
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
八
八
八
・
一
一
・
三
、
少
年
園
。 

（
5
）
続
橋
達
雄
「
創
始
期
の
少
年
雑
誌
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
〇
巻
第
七
号
、
一
九
六
九
・
七
、
國
學
院
大
學
）
は
、
『
少
年
園
』 

 

の
表
紙
に
つ
い
て
、「
時
代
の
先
端
を
行
く
開
明
的
な
姿
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
続
橋
に
よ
れ
ば
「
こ
の
図
柄
は
明

治
二
十
八
年
の
終
刊
ま
で
一
貫
し
て
い
た
」
と
い
う
。 

（
6
）「
宮
城
之
図
」
（
『
少
年
園
』
第
一
巻
第
五
号
、
一
八
八
九
・
一
・
二
、
少
年
園
）
二
図
に
「
杉
﨑
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て

い
る
。 

（
7
）
坪
内
逍
遥
「
愛
国
五
傑
小
傳
」
『
少
年
園
』
第
四
巻
第
四
〇
号
、
一
八
九
〇
・
六
・
一
八
、
少
年
園
。 

（
8
）
『
小
国
民
』
第
一
三
号
、
一
八
九
〇
・
六
・
九
、
学
齢
館
。
表
紙
下
に
「
峻
巧
堂
刀
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
見
え
る
。 

（
9
）「
蛙
を
以
て
晴
雨
計
と
す
」
『
小
国
民
』
第
一
三
号
、
一
八
九
〇
・
六
・
九
、
学
齢
館
。 

（
10
）
上
田
信
道
「
大
衆
少
年
雑
誌
の
成
立
と
展
開
―
―
明
治
期
「
小
国
民
」
か
ら
大
正
期
「
日
本
少
年
」
ま
で
」
『
国
文
学
―
―
解
釈

と
教
材
の
研
究
―
―
』
第
四
六
巻
第
六
号
、
二
〇
〇
一
・
五
、
學
燈
社
。
上
田
は
、
『
小
国
民
』
主
宰
者
の
石
井
研
堂
が
単
に
雑

誌
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
で
は
な
く
、
教
育
的
効
果
の
見
地
か
ら
も
、
良
質
で
正
確
な
挿
絵
を
で
き
る
だ
け
多
く
入
れ
る
こ

と
を
目
指
し
た
、
と
論
じ
て
い
る
。 

（
11
）
鳥
越
信
『
児
童
雑
誌
「
少
国
民
」
解
題
と
細
目
』
、
二
〇
〇
一
・
一
、
風
間
書
房
。 

（
12
）「
彫
り
師
、
版
画
家
略
歴
」
（
『
日
本
の
木
口
木
版
画
展
』
、
一
九
九
三
・
一
二
、
板
橋
区
立
美
術
館
）
に
は
、
「
精
巧
堂 

万
里
（
せ

い
こ
う
ど
う 

ば
ん
り
）
／
彫
師
。
「
小
国
民
」
に
多
く
の
仕
事
を
の
こ
し
て
い
る
」
と
あ
る
。 

（
13
）
『
小
国
民
』
第
三
年
第
一
四
号
、
一
八
九
一
・
七
・
一
八
、
学
齢
館
。 
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（
14
）
『
小
国
民
』
第
三
年
第
一
四
号
、
一
八
九
一
・
七
・
一
八
、
学
齢
館
。 

（
15
）『
小
国
民
』
第
三
年
第
一
〇
号
、
一
八
九
一
・
六
・
二
、
学
齢
館
。
『
小
国
民
』
第
三
年
第
一
五
号
、
一
八
九
一
・
八
・
三
、
学
齢

館
。 

（
16
）
『
小
国
民
』
第
四
年
第
一
〇
号
、
一
八
九
二
・
五
・
一
八
、
学
齢
館
。 

（
17
）
『
小
国
民
』
第
四
年
第
一
二
号
、
一
八
九
二
・
六
・
一
八
、
学
齢
館
。 

（
18
）
『
小
国
民
』
第
四
年
第
一
五
号
、
一
八
九
二
・
八
・
三
、
学
齢
館
。 

（
19
）
一
例
を
挙
げ
る
と
、
『
小
国
民
』
第
四
年
第
一
一
号
（
一
八
九
二
・
六
・
三
、
学
齢
館
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
蟲
国
議
会
（
第
十
六
）」

挿
絵
の
う
ち
、
虫
取
り
網
の
図
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
生
巧
館
に
よ
る
清
刷
り
（
作
品
番
号
０
８
２
５
）
と
一
致
し
た
。

ま
た
、
『
小
国
民
』
第
四
年
第
一
六
号
（
一
八
九
二
・
八
・
一
八
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
蟲
国
議
会
（
第
二
十
）
挿
絵
の
う
ち
、「
髑

髏
蛾
及
び
其
蠋
」
が
作
品
番
号
１
１
１
５
、「
ガ
ム
シ
の
図
」
が
作
品
番
号
１
１
１
４
と
一
致
し
た
。 

（
20
）
『
や
ま
と
錦
』
第
二
号
、
一
八
八
九
・
一
・
一
、
博
文
館
。
第
一
号
初
版
は
未
見
。 

（
21
）
『
や
ま
と
錦
』
第
八
号
、
一
八
八
九
・
七
・
一
、
博
文
館
。 

（
22
）
石
井
香
絵
「
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
品
に
み
る
生
功
館
の
活
動
と
木
口
木
版
の
受
容
」
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
四
三

号
、
文
学
研
究
篇
、
二
〇
一
七
・
三
、
国
文
学
研
究
資
料
館
。 

（
23
）
馬
渕
録
太
郎
「
木
口
木
版
伝
来
と
そ
の
周
辺 

Ⅰ
」
『
三
彩
』
第
三
六
八
号
、
一
九
七
八
・
三
、
三
彩
社
。 

（
24
）
馬
渕
録
太
郎
「
木
口
木
版
伝
来
と
そ
の
周
辺 

Ⅱ
」
『
三
彩
』
第
三
六
九
号
、
一
九
七
八
・
四
、
三
彩
社
。 

（
25
）
『
日
本
之
文
華
』
第
一
巻
第
八
号
、
一
八
九
〇
・
四
・
一
八
、
博
文
館
。
表
紙
左
下
に
「
生
功
舘
刻
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て

い
る
。 
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（
26
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
八
九
一
・
二
・
三
、
博
文
館
。
な
お
、
『
幼
年
雑
誌
』
表
紙
に
つ
い
て
は
、
西
田
良
子
「
『
幼

年
雑
誌
』
解
題
（
一
）
―
―
表
紙
か
ら
み
た
『
幼
年
雑
誌
』
の
変
遷
―
―
」
（
『
国
際
児
童
文
学
館
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
八
六
・

三
、
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
）
に
詳
し
い
。 

（
27
）「
改
良
の
披
露
」
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
五
号
、
一
八
九
一
・
八
・
二
、
博
文
館
。 

（
28
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
六
号
、
一
八
九
一
・
八
・
一
七
、
博
文
館
。
や
や
見
難
い
が
、
表
紙
左
下
に
「
生
巧
舘
刀
」
と
い
う

サ
イ
ン
が
見
ら
れ
る
。 

（
29
）『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
八
九
二
・
一
・
二
、
博
文
館
。
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
七
号
、
一
八
九
二
・
四
・
一
、
博
文

館
。 

（
30
）「
彫
り
師
、
版
画
家
略
歴
」
『
日
本
の
木
口
木
版
画
展
』
、
一
九
九
三
・
一
二
、
板
橋
区
立
美
術
館
。 

（
31
）
馬
渕
録
太
郎
「
木
口
木
版
伝
来
と
そ
の
周
辺 

Ⅳ
」
（
『
三
彩
』
第
三
七
一
号
、
一
九
七
八
・
六
、
三
彩
社
）
に
よ
れ
ば
、
一
八

九
四
年
（
明
二
七
）
に
生
巧
館
の
一
部
が
洋
画
研
究
所
で
あ
る
天
真
道
場
に
譲
り
渡
さ
れ
た
際
、
彫
刻
部
の
「
薗
田
三
佐
雄
、
中

山
要
太
郎
、
島
崎
天
民
一
派
の
内
幾
人
参
加
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
加
藤
保
民
は
加
わ
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
」
と
い
う
。 

（
32
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
八
号
、
一
八
九
二
・
四
・
二
一
、
博
文
館
。 

（
33
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
九
号
、
一
八
九
二
・
五
・
一
、
博
文
館
。 

（
34
）
西
田
良
子
「
『
幼
年
雑
誌
』
解
題
（
一
）
―
―
表
紙
か
ら
み
た
『
幼
年
雑
誌
』
の
変
遷
―
―
」
『
国
際
児
童
文
学
館
紀
要
』
第
二
号
、

一
九
八
六
・
三
、
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
。 

（
35
）
『
婦
女
雑
誌
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
八
九
一
・
三
・
一
〇
、
博
文
館
。
表
紙
右
下
に
「
生
巧
舘
刻
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い

る
。 
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（
36
）
『
日
本
商
業
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
八
九
〇
・
一
〇
・
二
〇
、
博
文
館
。 

（
37
）
乙
山
友
「
電
信
機
の
話
」
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
一
一
号
、
一
八
九
〇
・
六
・
一
、
博
文
館
。 

（
38
）
Ｘ
Ｙ
Ｚ
「
幻
海
」
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
一
六
号
、
一
八
九
〇
・
八
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
39
）「
改
良
の
披
露
」
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
五
号
、
一
八
九
一
・
八
・
二
、
博
文
館
。 

（
40
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
八
号
、
一
八
九
一
・
九
・
一
七
、
博
文
館
。 

（
41
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
八
号
、
一
八
九
一
・
九
・
一
七
、
博
文
館
。 

（
42
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
二
一
号
、
一
八
九
一
・
一
一
・
二
、
博
文
館
。 

（
43
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
二
三
号
、
一
八
九
一
・
一
二
・
二
、
博
文
館
。 

（
44
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
八
九
二
・
二
・
一
、
博
文
館
。 

（
45
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
八
九
二
・
三
・
一
、
博
文
館
。 

（
46
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
六
号
、
一
八
九
二
・
三
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
47
）
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
六
号
、
一
八
九
二
・
三
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
48
）
『
日
本
之
少
年
』
第
四
巻
第
一
号
、
一
八
九
二
・
一
・
一
、
博
文
館
。 

（
49
）
『
日
本
之
少
年
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
八
九
二
・
一
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
50
）
『
日
本
之
少
年
』
第
四
巻
第
三
号
、
一
八
九
二
・
二
・
一
、
博
文
館
。 

（
51
）「
日
本
五
港
」
『
幼
年
雑
誌
』
第
四
巻
第
三
号
、
一
八
九
二
・
二
・
一
、
博
文
館
。 

（
52
）
『
日
本
之
少
年
』
第
四
巻
第
四
号
、
一
八
九
二
・
二
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
53
）
『
日
本
之
少
年
』
第
四
巻
第
五
号
、
一
八
九
二
・
三
・
一
、
博
文
館
。 
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（
54
）
『
日
本
之
少
年
』
第
四
巻
第
九
号
、
一
八
九
二
・
五
・
一
、
博
文
館
。 

（
55
）「
謹
む
て
幼
年
雑
誌
の
大
改
良
を
告
白
す
」
『
幼
年
雑
誌
』
第
二
巻
第
二
四
号
、
一
八
九
二
・
一
二
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
56
）
坪
谷
善
四
郎
『
博
文
館
五
十
年
史
』
、
一
九
三
七
・
六
、
博
文
館
。 

（
57
）
今
井
圭
介
「
西
洋
木
版
と
芝
築
地
派
―
―

後
の
町
彫
師
」
『
版
画
芸
術
』
第
一
一
七
号
、
二
〇
〇
二
・
九
、
阿
部
出
版
。 

（
58
）
増
野
恵
子
「
明
治
中
期
の
災
害
画
像
を
考
え
る
―
―
メ
デ
ィ
ア
史
の
視
点
か
ら
―
―
」
『
人
類
文
化
研
究
の
た
め
の
非
文
字
資
料

の
体
系
化 
２
』
、
二
〇
〇
五
・
一
二
、
神
奈
川
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
推
進
会
議
。 

（
59
）
合
田
清
「
西
洋
木
版
思
ひ
出
話
」
『
ア
ト
リ
ヱ
』
第
五
巻
第
一
号
、
一
九
二
八
・
一
、
ア
ト
リ
ヱ
社
。 

（
60
）
馬
渕
録
太
郎
『
木
口
木
版
伝
来
と
余
談
』
、
一
九
八
五
・
三
、
私
家
版
。 

 

（
61
）
馬
渕
録
太
郎
「
木
口
木
版
伝
来
と
そ
の
周
辺
11 

渋
谷
伊
達
跡
の
芸
術
村
」
『
三
彩
』
第
三
八
〇
号
、
一
九
七
九
・
五
、
三
彩
社
。 

（
62
）
Ｘ
Ｙ
Ｚ
「
幻
海
」
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
一
六
号
、
一
八
九
〇
・
八
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
63
）Scientific A

m
erican

, V
o
l.5

9
, N

o
.8

. A
u
gu

st 2
5
, 1

8
8
8
. N

ew
 Y

o
rk. M

u
n
n
 &

 C
o
. 
 

（
64
）Scientific A

m
erican

, V
o
l.5

9
, N

o
.8

. A
u
gu

st 2
5
, 1

8
8
8
. N

ew
 Y

o
rk. M

u
n
n
 &

 C
o
. 

（
65
）Scientific A

m
erican

, V
o
l.5

9
, N

o
.8

. A
u
gu

st 2
5
, 1

8
8
8
. N

ew
 Y

o
rk. M

u
n
n
 &

 C
o
. 
 

（
66
）T

h
e M

agic R
o
se. Scientific A

m
erican

, V
o
l.5

9
, N

o
.8

. A
u
gu

st 2
5
, 1

8
8
8
. N

ew
 Y

o
rk. M

u
n
n
 &

 C
o
. 
 

（
67
）
丹
尾
安
典
「
近
代
の
彫
師
・
合
田
清
」
『
日
本
の
木
口
木
版
画
展
』
、
一
九
九
三
・
一
二
、
板
橋
区
立
美
術
館
。 

（
68
）「
増
影
写
真
術
」
『
日
本
之
少
年
』
第
六
巻
第
二
三
号
、
一
八
九
四
・
一
二
・
一
、
博
文
館
。 

（
69
）M

u
ltip

h
o
to

grap
h
y. Scientific A

m
erican

, V
o
l.7

1
, N

o
.1

4
. O

cto
b
er 6

, 1
8
9
4
. N

ew
 Y

o
rk. M

u
n
n
 &

 C
o
. 

（
70
）
坂
本
一
郎
「
子
ど
も
ス
ト
ー
リ
漫
画
略
史
」
『
読
書
科
学
』
第
一
五
巻
第
一
号
、
一
九
七
一
・
一
二
、
日
本
読
書
学
会
。 
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（
71
）
『
少
年
世
界
』
第
一
巻
第
二
〇
号
、
一
八
九
五
・
一
〇
・
一
五
、
博
文
館
。 
 

（
72
）D

ie kru
m

m
en

 B
ein

e als L
eb

en
sretter. F

liegende B
lätter, N

o
. 2

5
3
1
. Jan

u
ar 2

8
, 1

8
9
4
. M

u
n
ch

en
. B

rau
n
&

S
ch

n
eid

er. 
（
73
）
穂
満
美
恵
「
風
刺
画
で
101
年
生
き
続
け
た
雑
誌 

"
F
liegen

d
e B

lätter"

」
『
図
書
の
譜 

明
治
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
号
、
二

〇
〇
二
・
三
、
明
治
大
学
図
書
館
。 

（
74
）
花
舟
女
史
「
独
逸
狂
画
犀
と
蠅
」
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
八
九
〇
・
三
・
八
（
再
版
）
、
博
文
館
。 

（
75
）D

as jäh
zo

rn
ige N

ash
o
rn

. F
liegende B

lätter, N
o
.2

1
4
3
. A

u
gu

st 2
2
, 1

8
8
6
. M

u
n
ch

en
. B

rau
n
&

S
ch

n
eid

er. 

（
76
）
中
村
玉
桂
女
「
い
た
づ
ら
小
僧
」
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
八
九
〇
・
三
・
一
、
博
文
館
。 

（
77
）E

in
 B

u
b
en

streich
. F

liegende B
lätter, N

o
.2

1
4
2
. A

u
gu

st 1
5
, 1

8
8
6
. M

u
n
ch

en
. B

rau
n
&

S
ch

n
eid

er. 

（
78
）
『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
二
四
号
、
一
八
九
〇
・
一
二
・
一
五
、
博
文
館
。 

（
79
）B

eiblatt der F
liegenden B

lätter, N
o
.2

2
6
6
. D

ezem
b
er 3

0
, 1

8
8
8
. M

u
n
ch

en
. B

rau
n
&

S
ch

n
eid

er. 

 

【
付
記
】 

本
稿
は
二
〇
一
八
年
三
月
刊
行
予
定
の
共
著
『
メ
デ
ィ
ア
史
の
な
か
の
木
口
木
版
』（
勉
誠
出
版
、
共
著
者
名
： 

石
井
香
絵
、

今
井
圭
介
、
岩
切
信
一
郎
、
熊
田
司
、
向
後
恵
里
子
、
谷
川
惠
一
、
丹
尾
安
典
、
中
村
茉
貴
、
増
野
恵
子
、
森
登 

五
十
音
順
、
敬
称
略
）

を
執
筆
す
る
過
程
で
、
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
調
査
結
果
に
基
づ
き
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
十
分
な
調
査
が
及
ば
な

か
っ
た
『
少
年
園
』
、
『
小
国
民
』
に
つ
い
て
は
、
同
著
に
収
録
予
定
の
石
井
香
絵
氏
の
論
考
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
合
わ
せ

て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
資
料
中
の
ド
イ
ツ
語
に
つ
い
て
は
塚
原
真
里
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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